
防災

　排水パイプは，盛土の耐降雨性向上対策として多くの施

工実績を有している。一方，その効果は経験的に認められ

ているものであり，排水パイプの長さや施工間隔を決める

ための設計基準はこれまで作成されてこなかった。そこで，

排水パイプの適切な施工仕様を決定するための浸透流解析

モデルを作成した。

　室内実験とその結果を用いた浸透流解析により，排水パ

イプは水位低下効果の他に間隙水圧低下効果を有している

こと，また，排水パイプの排水能力を適切に評価するため

には，パイプの打設によってその周囲に生じるスキンエ

フェクトを考慮する必要があることを明らかにした。この

ような結果に基づき，排水パイプの浸透流解析モデルとし

て，排水パイプの周囲にスキンエフェクト層を設定した解

析モデルを提案した。また，実物大の模型盛土を用いた散

盛土に用いる排水パイプの浸透流解析
モデル
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図　提案する排水パイプの解析モデル

水実験結果に提案する解析モデルを適用し，提案する解析

モデルは排水パイプの効果を再現できることを明らかにし

た。
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